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政治資金研究の動向（二・完）﻿

政
治
資
金
研
究
の
動
向
（
二
・
完
）

─
─
献
金
と
支
出
は
ど
の
よ
う
に
代
表
と
競
争
に
影
響
す
る
の
か

出
　
　
口
　
　
　
　
　
航

一　

は
じ
め
に

二　

二
つ
の
着
眼
：
制
度
と
ア
ク
タ
ー

三　

制
度
論
：
ど
の
よ
う
な
制
度
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
つ
の
か

四　

献
金
の
動
機
と
パ
タ
ー
ン
：
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
、
誰
が
献
金
す
る
の
か

五　

議
員
：
ど
の
よ
う
に
資
金
を
集
め
、
な
ぜ
支
出
す
る
の
か
（
以
上
、
七
一
巻
五
号
）

六　

政
党
組
織
：
議
員
を
統
制
で
き
る
か

七　

国
内
の
研
究
動
向

八　

残
さ
れ
た
課
題
と
含
意
（
以
上
、
本
号
）

六　

政
党
組
織
：
議
員
を
統
制
で
き
る
か

　

前
節
で
は
、
議
員
や
候
補
者
が
、
ど
の
よ
う
に
資
金
を
調
達
し
、
支
出
す
る
の
か
を
概
観
し
た
。
選
挙
区
利
益
を
代
表
す
る
主
体
と

し
て
想
定
さ
れ
る
議
員
で
も
、
資
金
調
達
の
際
に
は
献
金
者
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
議
員
は
個
人
的
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論　　　説

に
献
金
者
を
含
む
支
持
者
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
中
位
投
票
者
の
選
好
か
ら
乖
離
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
（Bafum

i and H
er-

ron 2010

）。

　

代
表
の
主
体
は
、
議
員
だ
け
で
は
な
く
、
政
党
も
含
ま
れ
る
。
議
員
が
献
金
者
の
選
好
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
政
党
が
党

内
を
統
制
す
る
こ
と
で
適
切
に
有
権
者
の
利
益
を
表
出
・
集
約
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
で
、
議
員
は
再
選
な
ど
の
目
的
が
実
現

で
き
な
い
と
き
に
は
党
執
行
部
に
反
発
し
う
る
。
そ
の
た
め
、
政
治
資
金
研
究
で
は
次
の
二
点
が
問
わ
れ
る
。

　

第
一
に
、
党
執
行
部
と
は
別
に
、
議
員
は
献
金
者
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
の
か
。
か
つ
て
の
自
民
党
の
族
議
員
の
存
在
を

思
い
起
こ
す
ま
で
も
な
く
、
政
党
で
も
選
挙
区
有
権
者
で
も
な
い
支
持
基
盤
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
で
、
党
内
の
一
体
性
が
低
下
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
第
二
に
、
政
党
は
、
そ
の
一
体
性
を
弛
緩
さ
せ
る
行
動
を
と
る
議
員
を
、
資
源
配
分
に
よ
っ
て
事
前
な
い
し
事
後

に
統
制
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

1　

組
織
の
中
の
議
員

　

第
一
に
、
献
金
が
ど
の
よ
う
に
議
員
の
行
動
や
選
好
に
影
響
を
与
え
る
の
か
。
選
出
さ
れ
た
議
員
が
誰
と
選
好
を
同
じ
く
し
、
誰
の

利
益
を
代
表
す
る
の
か
は
政
策
内
容
に
影
響
す
る
。
議
員
は
必
ず
し
も
地
元
選
挙
区
と
政
策
選
好
を
共
有
し
な
い
（Bafum

i and 

H
erron  2010; Barber 2016b;

谷
口　
二
〇
二
〇
）
が
、
献
金
者
を
代
表
す
る
活
動
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
献
金
者
と
政
党
の
方

針
が
異
な
る
場
合
、
政
党
の
一
体
性
が
低
下
す
る
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。
そ
こ
で
政
策
過
程
で
の
議
員
の
行
動
に
着
目
し
た
研
究
を

検
討
す
る
。

　

献
金
と
議
員
行
動
に
つ
い
て
の
初
期
の
研
究
は
、
献
金
が
点
呼
投
票
に
影
響
す
る
か
に
着
目
し
た
。
し
か
し
、
メ
タ
分
析
の
結
果
か

ら
は
点
呼
投
票
へ
の
影
響
力
は
限
定
的
な
い
し
認
め
ら
れ
な
い
と
確
認
さ
れ
た
（A

nsolabehere et al. 2003; Roscoe and Jen-

（阪大法学）71（6-228）　1760〔2022. 3 〕



政治資金研究の動向（二・完）﻿
kins 2005

）。
そ
の
た
め
研
究
方
向
は
転
換
さ
れ
、
新
た
な
着
眼
点
と
し
て
議
員
の
活
動
量
や
発
言
内
容
へ
の
影
響
が
検
討
さ
れ
た
。

こ
れ
は
三
節
で
も
取
り
扱
っ
た
が
、
議
員
活
動
の
側
面
に
着
目
し
て
改
め
て
論
じ
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
は
立
法
初
期
段
階
で
の
課
題
設
定
に
注
目
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
例
が
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｌ
．
ホ
ー

ル
と
フ
ラ
ン
ク
・
Ｗ
．
ウ
ェ
イ
マ
ン
の
先
駆
的
な
研
究
で
あ
る
（H

all and W
aym

an 1990

）。
こ
の
研
究
の
従
属
変
数
は
、
議
員
の

選
好
や
投
票
行
動
で
は
な
く
、
委
員
会
で
の
議
員
の
活
動
量
で
あ
る
。
分
析
の
結
果
、
議
員
が
政
策
選
好
を
共
有
す
る
団
体
か
ら
献
金

を
受
け
る
と
、
委
員
会
で
の
活
動
量
を
増
や
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
具
体
例
を
挙
げ
る
と
、
ホ
ー
ル
ら
は
酪
農
、
ガ
ス
、
職
業

訓
練
の
三
つ
の
争
点
を
想
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
農
村
部
選
出
の
議
員
は
、
生
産
者
保
護
的
な
課
題
設
定
を
行
う
と
予
測
さ
れ
る
。
議

員
が
生
産
者
団
体
か
ら
献
金
を
受
け
て
い
る
場
合
、
農
業
委
員
会
で
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
献
金
に
よ
っ
て
議
会
で
の
発
言
の
対
象
が
変
化
す
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（Esterling 2007

）。
例
え
ば
、
有
権
者
へ
の
ア

ピ
ー
ル
を
重
視
す
る
場
合
、
事
象
を
単
純
化
し
、
有
権
者
に
わ
か
り
や
す
い
経
験
的
な
言
説
を
用
い
る
。
他
方
で
、
利
益
団
体
へ
の
ア

ピ
ー
ル
を
重
視
す
る
場
合
、
政
策
の
詳
細
や
技
術
的
な
側
面
に
焦
点
を
あ
て
分
析
的
な
言
説
を
用
い
る
。
こ
の
よ
う
に
議
員
は
、
働
き

か
け
よ
う
と
す
る
対
象
に
応
じ
て
言
説
を
使
い
分
け
る
。

　

こ
の
よ
う
に
議
員
は
個
別
の
資
金
提
供
を
求
め
て
献
金
者
と
関
係
を
深
め
る
余
地
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
立
法
過
程
で
の
活
動
量
や
発

言
内
容
な
ど
の
資
源
を
活
用
し
て
、
献
金
者
と
何
ら
か
の
交
換
関
係
を
結
ぼ
う
と
す
る
。

2　

政
党
の
資
源
配
分
と
政
治
の
個
人
化

　

政
党
は
政
策
（policy

）、
政
権
（office

）、
得
票
（vote

）
と
い
う
目
的
を
持
ち
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
行
動
す
る
（Strom

 

1990

）。
そ
の
た
め
政
党
は
目
的
達
成
の
た
め
に
資
源
を
配
分
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。
特
に
政
党
の
財
政
的
な
強
さ
は
政
党
組
織
を
構

（
15
）
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成
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
（Scarrow

 and W
ebb 2017

）。
本
項
で
は
政
党
が
ど
の
よ
う
に
資
金
を
配
分
す
る
の
か
を
確
認
し
た

上
で
、
政
治
の
個
人
化
の
観
点
か
ら
政
治
資
金
と
政
党
の
一
体
性
の
関
係
を
論
じ
る
。

　

党
内
の
一
体
性
を
維
持
す
る
手
段
と
し
て
資
金
配
分
が
あ
る
。
党
内
の
一
体
性
を
維
持
す
る
要
因
と
し
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
一
致

度
を
示
す
凝
集
性
、
議
員
に
内
面
化
さ
れ
た
忠
誠
心
、
資
源
の
集
中
度
合
い
を
示
す
規
律
が
挙
げ
ら
れ
る
（H

azan and Itzkovitch-

M
alka 2020

）。
特
に
規
律
に
は
、
人
事
権
や
公
認
権
に
加
え
て
、
資
金
配
分
も
含
ま
れ
る
。
つ
ま
り
、
党
執
行
部
は
造
反
な
ど
一
体

性
を
低
下
さ
せ
う
る
議
員
に
対
し
て
、
資
源
配
分
を
ち
ら
つ
か
せ
て
変
化
を
迫
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
党
執
行
部
の
議
員
へ
の
資
金
配
分
は
、
脅
し
と
し
て
十
分
な
効
果
が
あ
る
か
は
議
論
が
あ
る
。
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
Ａ
．
ジ
ェ

ン
キ
ン
ス
と
ネ
イ
サ
ン
・
Ｗ
．
モ
ン
ロ
ー
に
よ
る
と
、
党
執
行
部
は
資
金
配
分
を
反
抗
的
な
議
員
へ
の
制
裁
手
段
と
い
う
よ
り
も
、
離

党
を
慰
留
す
る
手
段
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（Jenkins and M

onroe 2012

）。
離
党
を
望
む
議
員
は
、
政
策
位
置
が
党
の

平
均
か
ら
離
れ
、
か
つ
、
議
会
内
で
中
道
寄
り
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
議
員
は
、
自
身
の
望
む
政
策
を
実
現
で
き
る
見
込
み
が
薄
く
、

離
党
の
誘
因
を
持
ち
、
党
執
行
部
は
離
反
を
引
き
止
め
る
補
償
と
し
て
資
金
を
配
分
す
る
。

　

ま
た
資
金
配
分
を
政
策
的
一
体
性
を
担
保
す
る
手
段
と
い
う
よ
り
、
政
権
確
保
や
得
票
最
大
化
の
手
段
と
し
て
見
る
向
き
も
あ
る
。

実
証
研
究
に
よ
る
と
、
政
党
は
当
落
線
上
に
あ
る
議
員
に
対
し
て
資
金
を
配
分
す
る
傾
向
に
あ
る
（Cantor and H

errnson 1997; 

D
am

ore  and  H
ansford  1999

）。
先
行
研
究
か
ら
は
、
党
内
で
の
資
金
配
分
が
議
員
へ
の
制
裁
手
段
、
慰
留
、
得
票
と
い
っ
た
単
一

の
目
的
に
限
定
さ
れ
な
い
手
段
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

次
に
党
内
で
の
資
金
分
布
は
、
政
党
組
織
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
。
こ
の
論
点
は
、
政
治
の
個
人
化
（personaliza-

tion

）
と
い
う
分
析
枠
組
み
か
ら
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
個
人
化
に
は
二
つ
の
方
向
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
集
団
か
ら
リ
ー
ダ
ー
個

人
へ
の
権
限
移
行
を
意
味
す
る
集
権
化
の
方
向
と
、
集
団
か
ら
個
々
の
議
員
へ
の
権
限
移
行
を
意
味
す
る
分
権
化
の
方
向
が
あ
る

（阪大法学）71（6-230）　1762〔2022. 3 〕
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（Balm
as et al. 2014;

荒
井　
二
〇
二
一
）。
議
員
研
究
で
は
特
に
後
者
に
関
心
が
持
た
れ
、
資
金
の
偏
り
が
分
権
的
な
個
人
化
を
促

す
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　

議
員
が
政
治
資
金
を
政
党
に
依
存
し
て
い
る
場
合
、
分
権
的
な
個
人
化
が
抑
制
さ
れ
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
二
七
カ
国
の
欧
州
議
会

候
補
者
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ベ
イ
の
分
析
に
よ
る
と
、
政
党
が
公
認
権
限
を
握
り
、
政
党
か
ら
の
収
入
割
合
が
高
い
議
員
は
選
挙
で
政

党
ラ
ベ
ル
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
（Bøggild and Pedersen 2018

）。

　

そ
の
反
面
で
、
資
金
を
政
党
に
依
存
し
な
い
議
員
は
、
選
挙
運
動
時
に
政
党
を
重
視
せ
ず
個
人
化
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ト
ー

マ
ス
・
ジ
ッ
テ
ル
は
、
個
人
化
し
た
選
挙
の
要
素
を
次
の
三
点
に
分
類
し
て
い
る
。
候
補
者
が
主
観
的
な
目
標
、
選
挙
課
題
、
選
挙
組

織
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
（Zittel 2015

）。
中
で
も
資
金
は
、
候
補
者
が
選
挙
組
織
を
運
営
す
る
上
で
重
要
な
資
源
で
あ
る
。
小
選
挙

区
比
例
代
表
併
用
制
を
採
用
す
る
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
を
対
象
に
し
た
分
析
に
よ
る
と
、
政
党
に
資
金
依
存
し
て
い
な
い
候
補
者
ほ
ど
、

個
人
化
し
た
選
挙
を
展
開
し
て
政
党
を
重
視
し
な
い
と
い
う
（Zittel and Gschw

end 2008

）。
カ
ナ
ダ
の
事
例
も
、
候
補
者
の
支

出
増
加
が
選
挙
の
個
人
化
を
促
す
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
（Cross and Y

oung 2015

）。

　

以
上
の
知
見
か
ら
は
、
政
治
資
金
制
度
が
、
政
党
と
議
員
間
の
資
金
分
布
に
作
用
し
て
、
個
人
化
を
抑
制
す
る
こ
と
が
推
論
で
き
る
。

例
え
ば
、議
員
が
政
党
か
ら
独
立
し
て
資
金
を
調
達
で
き
ず
、選
挙
支
出
が
で
き
な
い
政
党
中
心
の
制
度
設
計
で
あ
れ
ば
、個
人
化
が
抑
制

さ
れ
る
だ
ろ
う
。ア
メ
リ
カ
政
治
の
文
脈
で
も
、政
党
か
ら
議
員
へ
の
資
金
移
譲
制
限
が
あ
る
州
ほ
ど
、議
員
が
献
金
に
依
存
す
る
よ
う
に

な
り
、
個
々
の
議
員
の
政
策
選
好
が
個
人
献
金
者
の
政
策
選
好
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
る
（La Raja and Schaffner 2015

）。

3　

小
括

　

議
員
は
必
ず
し
も
地
元
選
挙
区
と
政
策
選
好
を
共
有
せ
ず
、
献
金
者
を
意
識
し
て
政
策
活
動
や
議
会
の
審
議
内
容
を
変
え
る
こ
と
が

（阪大法学）71（6-231）　1763〔2022. 3 〕
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窺
わ
れ
る
。
ま
た
党
執
行
部
で
は
な
い
、
献
金
者
か
ら
自
律
的
に
資
金
調
達
で
き
る
と
き
、
分
権
的
な
個
人
化
と
政
党
の
一
体
性
の
低

下
が
予
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
政
党
は
、
党
議
か
ら
逸
脱
し
た
議
員
へ
の
懲
罰
の
た
め
以
外
に
も
、
離
党
の
抑
制
や
議
席
拡
大
の
た
め
に

資
金
を
用
い
る
。
な
お
、
政
党
も
献
金
の
対
象
で
あ
り
、
政
党
の
提
示
す
る
政
策
も
献
金
の
影
響
を
受
け
る
可
能
性
に
も
留
意
す
べ
き

だ
ろ
う
（Cahill and T

om
ashevskiy 2019

）。

　

課
題
と
し
て
、
党
内
で
の
資
金
分
布
が
政
党
組
織
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
と
い
う
重
要
な
問
い
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
第
一
に
、
党
執
行
部
に
よ
る
資
金
配
分
の
方
法
が
制
裁
、
慰
留
、
得
票
の
拡
大
な
ど
と
複
数
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
状
況
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
可
能
性
が
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
政
党
が
ど
の
手
法
を
採
用
す
る
か
に
よ
り
一
体
性
の
程
度

は
異
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。
第
二
に
、
議
員
が
献
金
に
よ
っ
て
政
策
活
動
や
議
会
で
の
発
言
を
変
更
す
る
な
ら
ば
、
党
内
の
一
体
性
は

低
下
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
献
金
と
委
員
会
で
の
議
員
発
言
の
分
析
（Esterling 2007

）
は
あ
る
が
、
政
党
組
織
へ

の
影
響
が
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
定
の
政
策
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
党
執
行
部
の
資
金
分
配
と
個
々
の
議
員
の
資
金
調

達
能
力
の
双
方
が
政
党
の
一
体
性
に
影
響
す
る
と
思
わ
れ
、
比
較
研
究
上
で
も
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
。

七　

国
内
の
研
究
動
向

　

最
後
に
国
内
の
政
治
資
金
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
整
理
し
、
国
外
の
政
治
資
金
研
究
の
隆
盛
と
は
対
照
的
に
、
実
証
研
究
上
の
空
所

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
本
稿
で
扱
っ
た
先
行
研
究
と
対
応
さ
せ
、
献
金
者
、
議
員
、
政
党
組
織
の
順
に
検
討
し
て
い
く
。

本
節
の
内
容
を
先
取
り
す
る
と
、
政
治
資
金
デ
ー
タ
の
取
得
が
困
難
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
は
網
羅
的
な
計

量
分
析
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
（
岩
井　
一
九
九
〇;

佐
々
木
ほ
か
編　
一
九
九
九
）。
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政治資金研究の動向（二・完）﻿

1　

献
金
者

　

国
内
で
の
献
金
者
を
分
析
対
象
と
し
た
研
究
を
検
討
す
る
。
第
一
に
、
利
益
団
体
と
政
治
資
金
の
関
係
を
確
認
す
る
。
中
選
挙
区
制

の
下
で
は
、
議
員
は
同
一
政
党
の
候
補
者
と
差
別
化
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
特
定
の
政
策
領
域
で
活
動
を
強
め
、
中
堅
議
員
な
ど
が

圧
力
団
体
と
の
関
係
を
築
く
よ
う
に
な
っ
た
（
猪
口
・
岩
井　
一
九
八
七
）。
い
わ
ゆ
る
族
議
員
の
出
現
を
背
景
に
、
利
益
団
体
の
政
策

過
程
で
の
影
響
力
が
分
析
さ
れ
た
。

　

岩
井
奉
信
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
政
治
資
金
の
実
態
を
集
計
デ
ー
タ
か
ら
分
析
し
、
政
治
資
金
の
実
証
研
究
の
道
を
拓
い
た
（
岩
井　

一
九
九
〇
、
一
九
九
三
）。
岩
井
は
献
金
動
機
を
、「
掛
け
捨
て
保
険
」
と
「
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
」
と
い
う
表
現
で
説
明
し
て
い

る
（
岩
井　

一
九
九
〇:

一
一
七
─
一
二
三
）。
前
者
は
金
は
出
す
が
口
は
出
さ
な
い
と
い
う
態
度
で
あ
る
が
、
後
者
は
資
金
提
供
と

政
策
的
見
返
り
の
交
換
関
係
を
指
し
て
い
る
。
業
界
は
自
民
党
に
対
し
て
「
掛
け
捨
て
保
険
」
と
し
て
、
個
々
の
族
議
員
に
対
し
て

「
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
」
と
し
て
献
金
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
猪
口
・
岩
井　
一
九
八
七:

一
七
〇
）。

　

事
例
研
究
と
し
て
、
岩
井
は
日
本
医
師
連
盟
の
献
金
パ
タ
ー
ン
を
分
析
し
て
い
る
。
選
挙
前
に
、
医
師
連
盟
が
組
織
内
候
補
、
有
力

議
員
、
派
閥
領
袖
に
資
金
を
配
分
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
医
師
会
は
医
師
連
盟
を
通
じ
て
、
医
師
優
遇
税
制
改
革
に
影

響
を
与
え
る
た
め
、
政
策
へ
の
影
響
力
を
も
つ
族
議
員
、
医
系
議
員
、
役
職
者
（
大
臣
や
部
会
長
の
経
験
者
、
税
調
イ
ン
ナ
ー
）
に
献

金
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
岩
井　
一
九
九
〇
）。

　

つ
ま
り
、
一
九
八
〇
年
代
の
一
部
の
圧
力
団
体
は
、
議
員
と
の
間
に
政
策
と
政
治
資
金
の
交
換
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

海
外
の
先
行
研
究
の
成
果
と
同
様
に
、
日
本
の
被
規
制
産
業
の
圧
力
団
体
も
政
策
へ
の
影
響
を
志
向
し
て
お
り
、
献
金
先
の
選
定
基
準

に
は
議
員
の
選
好
や
能
力
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
井
堀
利
宏
と
土
居
丈
朗
は
、
財
政
学
の
視
点
か
ら
ロ
ビ
ー
活
動
が
活
性
化
す

る
条
件
を
示
し
て
い
る
（
井
堀
・
土
居　
一
九
九
八
）。
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一
九
九
四
年
の
政
治
改
革
前
後
か
ら
、
政
党
へ
の
団
体
・
企
業
の
献
金
行
動
は
低
調
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
自
民
党
へ
の

献
金
を
取
り
ま
と
め
る
国
民
政
治
協
会
は
、
そ
の
収
入
額
を
減
少
さ
せ
て
い
た
。
官
報
で
政
治
資
金
収
支
報
告
書
の
要
旨
を
確
認
す
る

と
、
二
〇
〇
〇
年
分
で
は
本
年
収
入
と
し
て
五
八
・
三
億
円
が
計
上
さ
れ
た
が
、
二
〇
一
九
年
分
で
は
二
八
・
九
億
円
程
度
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
献
金
活
動
全
般
が
衰
退
し
た
と
結
論
づ
け
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
直
井
恵
と
エ
リ
ス
・
ク
ラ
ウ
ス
は
政
治
改

革
前
後
の
利
益
団
体
の
働
き
か
け
先
の
変
化
を
分
析
し
た
（N
aoi and K

rauss 2009

）。
一
九
九
四
年
の
政
治
改
革
以
降
、
地
方
に

組
織
を
持
た
な
い
団
体
に
と
っ
て
献
金
に
よ
る
信
賞
必
罰
が
容
易
に
な
り
、
政
治
家
に
働
き
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

第
二
に
、
個
人
献
金
は
政
治
参
加
の
一
形
式
と
し
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
五
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
「
日
本
人

の
意
識
」
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
七
三
年
か
ら
二
〇
一
八
年
に
か
け
て
「
献
金
・
カ
ン
パ
」
の
経
験
率
は
低
下
し
続
け
て
い
る
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
編　

二
〇
二
〇
）。

　

山
田
真
裕
は
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
調
査
や
Ｊ
Ｅ
Ｓ
調
査
と
い
っ
た
五
回
の
全
国
調
査
か
ら
、
献
金
者
の
属
性
を
分
析
し
て
い
る
（
山
田　

二
〇
〇
八
）。
献
金
行
為
の
経
験
を
尋
ね
る
項
目
か
ら
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
性
差
に
よ
る
経
験
率
の
違
い
は
み
ら
れ
な
い
が
、

教
育
や
所
得
に
よ
る
違
い
は
存
続
し
て
い
た
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
シ
ア
ら
の
知
見
と
一
致
し
て
お
り
、
献
金
参
加
の
程
度
は
社
会
経
済
的

地
位
と
相
関
す
る
（Francia et al. 2003

）。

　

た
だ
し
、
個
人
献
金
の
研
究
と
い
う
点
で
は
、
方
法
論
上
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
山
田
の
扱
う
二
〇
〇
〇
年
代
以
後
の
デ
ー
タ

（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ⅲ
以
降
）
や
「
日
本
人
の
意
識
」
調
査
で
は
、「
献
金
・
カ
ン
パ
」
の
経
験
率
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。「
献
金
・
カ
ン

パ
」
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ⅱ
ま
で
の
「
支
持
す
る
候
補
者
や
政
党
の
応
援
の
た
め
に
、
お
金
を
出
し
た
」（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
、
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ⅱ
）
と
比
べ
て
広
い
概
念
で
あ
り
政
治
献
金
以
外
の
寄
付
行
為
も
含
ま
れ
る
（
蒲
島
・
境
家　
二
〇
二
〇:

一
二
七
）。
そ
の
た
め

サ
ー
ベ
イ
項
目
を
再
考
し
た
上
で
、
個
人
献
金
者
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
。
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2　

議
員

　

次
に
、
日
本
の
政
治
資
金
研
究
の
中
で
も
計
量
分
析
の
蓄
積
が
あ
る
支
出
研
究
の
動
向
を
論
じ
る
。

　

ゲ
イ
リ
ー
・
Ｗ
．
コ
ッ
ク
ス
と
マ
イ
ケ
ル
・
Ｆ
．
シ
ー
ス
に
よ
る
と
、
中
選
挙
区
制
で
は
同
一
選
挙
区
に
同
一
政
党
の
候
補
が
出
馬

し
、
選
挙
運
動
費
用
の
支
出
額
が
増
加
す
る
（Cox and T

hies 1998

）。
ま
た
、
選
挙
運
動
費
用
の
増
加
は
得
票
率
の
向
上
に
つ
な

が
る
一
方
、
選
挙
区
で
の
別
の
同
一
政
党
候
補
に
よ
る
支
出
増
加
は
、
得
票
に
負
の
効
果
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（Cox and 

T
hies 2000

）。
た
だ
し
、
日
本
で
の
選
挙
運
動
期
間
は
短
く
、
選
挙
運
動
費
用
で
は
議
員
の
動
員
努
力
の
ご
く
一
側
面
し
か
捉
え
ら

れ
な
い
（
谷
口　
一
九
九
九
ａ
）。
そ
の
た
め
、
デ
ー
タ
の
拡
充
や
統
計
手
法
の
変
更
を
加
え
な
が
ら
、
更
な
る
分
析
が
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
日
常
的
な
活
動
支
出
を
含
む
政
治
資
金
支
出
デ
ー
タ
の
使
用
で
あ
る
。
川
人
貞
史
は
並
立
制
導
入
後
の
政
治
資
金
支
出
と

得
票
の
関
係
を
分
析
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
一
九
九
六
年
総
選
挙
と
二
〇
〇
〇
年
総
選
挙
を
対
象
に
し
て
い
る
。
コ
ッ
ク
ス
ら
が
ご

く
短
期
間
で
支
出
さ
れ
る
選
挙
運
動
費
用
を
使
用
し
た
の
に
対
し
て
、
川
人
は
資
金
管
理
団
体
や
小
選
挙
区
支
部
の
政
治
資
金
支
出
を

使
う
こ
と
で
よ
り
妥
当
性
を
高
め
て
い
る
（
川
人　
一
九
九
九
、
二
〇
〇
二
）。

　

第
二
に
、
支
出
内
訳
の
分
析
で
あ
る
。
遠
藤
奈
加
は
選
挙
運
動
費
用
の
内
訳
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
印
刷
費
が
多
い
選
挙
区
で
は
投
票

率
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
遠
藤　
二
〇
〇
七
）。
こ
の
知
見
は
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
有
権
者
に
対
し
て
、
候
補
者
は
短
期
的

に
自
身
の
情
報
を
広
め
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

第
三
に
、
操
作
変
数
法
を
用
い
た
内
生
性
の
統
制
で
あ
る
。
今
井
亮
佑
は
、
操
作
変
数
と
し
て
事
前
の
選
挙
予
測
を
組
み
込
ん
だ
分

析
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
る
（
今
井　
二
〇
一
一
）。
こ
こ
で
も
支
出
額
の
増
加
は
、
自
身
の
得
票
率
の
上
昇
と
対
立
候
補
の
得
票
率
の

低
下
を
促
す
と
示
さ
れ
、
選
挙
運
動
支
出
の
効
果
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
議
員
の
支
出
理
由
と
し
て
、
岩
井
は
選
挙
対
策
、
政
治
活
動
、
派
閥
の
維
持
、
国
会
対
策
と
い
う
四
つ
の
要
因
を
指
摘
し
て
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い
る
（
岩
井　
一
九
九
〇
）。
選
挙
対
策
以
外
に
も
資
金
が
必
要
な
理
由
と
し
て
、
人
件
費
（
林
・
津
村　

二
〇
一
一
）
や
キ
ャ
リ
ア
獲

得
（
小
林　
一
九
九
七
）
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
制
度
的
な
要
因
で
は
、
供
託
金
の
高
額
さ
（H

arada and Sm
ith 2014

）
も

検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

資
金
調
達
手
法
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
六
年
の
政
治
資
金
全
国
調
査
が
網
羅
的
に
検
討
し
て
い
る
（
佐
々
木
ほ
か
編　
一
九
九
九
）。

こ
の
研
究
の
重
要
な
知
見
は
、
並
立
制
や
政
党
助
成
法
が
導
入
さ
れ
た
後
も
、
現
職
の
衆
議
院
議
員
が
自
律
的
に
資
金
調
達
を
行
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
議
員
は
支
部
長
を
務
め
る
政
党
の
支
部
、
資
金
管
理
団
体
、
後
援
会
（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

と
い
っ
た
三
種
類
の
団
体
を
持
つ
。
中
選
挙
区
制
時
代
か
ら
大
き
く
変
わ
ら
ず
、
候
補
者
中
心
の
資
金
調
達
活
動
が
残
存
し
て
い
る

（Carlson 2007

）。

3　

政
党
組
織

　

次
に
、
政
治
資
金
と
個
人
化
の
関
係
を
確
認
し
、
政
党
や
派
閥
の
機
能
を
記
述
す
る
。
先
行
研
究
で
は
、
議
員
は
自
律
的
に
資
金
を

調
達
し
て
き
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
個
人
中
心
の
資
金
調
達
経
路
の
残
存
は
、
後
援
会
の
発
達
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
代
の
選
挙
運
動
規
制
の

導
入
に
よ
っ
て
、
後
援
会
が
集
票
装
置
、
集
金
装
置
と
し
て
重
要
性
を
増
し
た
（
安
野　
二
〇
一
九
）。
中
選
挙
区
制
の
下
で
の
後
援
会

加
入
者
は
、
農
林
水
産
業
者
な
ど
を
含
む
自
営
業
者
等
が
相
対
的
に
多
く
、
意
見
表
出
の
場
に
な
っ
て
い
た
（
蒲
島
・
山
田　
一
九
九

四
）。
後
援
会
の
維
持
コ
ス
ト
は
低
く
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
並
立
制
の
導
入
以
降
も
候
補
者
は
後
援
会
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
る

（K
rauss and Pekkanen 2011

）。

　

ま
た
、
特
定
業
界
と
の
つ
な
が
り
は
、
政
治
資
金
ル
ー
ト
の
安
定
化
、
支
持
調
達
、
官
庁
と
の
結
び
つ
き
を
引
き
寄
せ
る
（
猪
口
・
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岩
井　
一
九
八
七:

一
七
一
）。
そ
の
た
め
、
海
外
の
研
究
成
果
と
同
様
に
、
献
金
を
通
じ
て
代
表
行
動
を
変
容
さ
せ
る
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。
マ
シ
ュ
ー
・
カ
ー
ル
ソ
ン
は
、
計
量
分
析
か
ら
世
襲
議
員
、
官
僚
出
身
議
員
が
よ
り
資
金
を
得
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
資
金
調
達
時
に
お
け
る
地
盤
と
し
て
の
後
援
会
や
、
特
定
業
界
と
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を
仄
め
か
し
て
い
る
（Carlson 

2007

）。

　

ま
た
、
議
員
の
認
知
に
着
目
し
た
研
究
と
し
て
、
福
元
健
太
郎
は
経
済
的
資
源
の
有
無
が
、
議
員
の
政
治
的
有
力
感
に
与
え
る
影
響

を
分
析
し
て
い
る
が
、
予
測
さ
れ
る
効
果
は
出
て
い
な
い
（
福
元　

二
〇
〇
六
）。
ま
た
地
方
議
員
の
分
析
か
ら
は
、
自
己
資
金
比
率

が
高
い
議
員
は
国
会
議
員
と
系
列
関
係
に
な
ら
ず
、
自
律
性
が
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
砂
原　

二
〇
一
七
）。

　

以
上
の
国
内
研
究
か
ら
、
後
援
会
活
動
や
団
体
と
の
個
別
的
接
触
を
中
心
と
し
た
、
分
権
的
な
資
金
調
達
ス
タ
イ
ル
が
存
在
す
る
と

予
測
で
き
る
。
近
年
に
な
っ
て
個
人
化
が
進
ん
だ
と
い
う
よ
り
、
こ
の
傾
向
は
少
な
く
と
も
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
ま
で
（
佐
々
木
ほ
か

編　
一
九
九
九；

Carlson 2007

）
の
期
間
を
通
し
て
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
は
デ
ー
タ
を
欠
い
て
い
る

た
め
実
情
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

　

次
に
、
政
党
側
は
こ
の
分
権
的
な
資
金
調
達
ス
タ
イ
ル
を
抑
え
込
む
努
力
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
政
党
に
加
え
て
、
中
選
挙
区

制
時
代
に
資
金
調
達
で
存
在
感
を
放
っ
た
派
閥
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　

ま
ず
、
党
執
行
部
は
、
政
党
助
成
金
の
導
入
に
よ
り
資
金
配
分
能
力
が
強
化
さ
れ
、
党
内
で
の
影
響
力
を
強
め
た
と
指
摘
さ
れ
る

（
竹
中　

二
〇
〇
六;

中
北　

二
〇
一
七
）。
た
だ
、
自
民
党
と
民
主
党
で
は
政
党
が
支
部
に
配
分
す
る
金
額
は
、
原
則
平
等
で
あ
っ

た
（Carlson 2012

）。
そ
の
た
め
、
党
議
に
反
対
す
る
議
員
へ
の
制
裁
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
か
に
は
疑
問
が
残
る
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
政
治
資
金
制
度
の
改
正
過
程
で
は
、
政
党
は
議
員
個
人
の
資
金
調
達
経
路
を
維
持
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員
へ
の
企
業
団
体
献
金
を
禁
止
す
る
一
九
九
九
年
政
治
資
金
規
正
法
改
正
以
前
に
、
自
民
党
は
政
党
支
部
を
増
や
す
こ
と
で
対
応
し
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て
い
る
。
政
党
支
部
は
、
企
業
団
体
献
金
の
受
領
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
地
方
議
員
を
含
め
個
人
的
な
資
金
の
受
け
皿
と
な
る
（
谷
口　

一
九
九
九
ｂ;

吉
田　
二
〇
一
二
）。

　

ま
た
、
仮
に
政
党
が
懲
罰
的
に
配
分
し
て
い
た
と
し
て
も
、
議
員
が
自
律
的
に
資
金
調
達
で
き
る
な
ら
ば
そ
の
効
果
は
弱
ま
る
。
曽

我
謙
悟
は
政
治
資
金
が
あ
る
ほ
ど
再
選
の
た
め
党
の
方
針
に
従
わ
な
く
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
曽
我　
二
〇
〇
二
）。
た
だ
し
、
検
証

さ
れ
た
効
果
は
地
方
分
権
改
革
と
い
っ
た
争
点
の
み
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
分
析
範
囲
を
拡
張
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
党
内
の

一
体
性
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
政
党
の
資
金
配
分
方
式
と
議
員
の
資
金
調
達
の
双
方
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

次
に
派
閥
の
資
金
配
分
能
力
の
低
下
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
「
子
分
を
養
う
た
め
の
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

派
閥
領
袖
に
は
な
り
え
な
い
」（
升
味　
一
九
八
五:

三
六
二
）
と
ま
で
言
わ
れ
、
そ
の
存
在
感
の
源
泉
に
は
資
金
調
達
、
配
分
能
力
が

指
摘
さ
れ
た
。
派
閥
は
所
属
議
員
に
、
資
金
に
加
え
て
、
資
金
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加
機
会
も
提
供
す
る
（
佐
藤
・
松
崎　
一
九
八

六
）。
た
だ
し
、
政
党
助
成
金
の
導
入
や
党
か
ら
の
資
金
配
分
の
取
り
や
め
に
よ
り
、
派
閥
が
集
金
力
、
配
分
能
力
を
弱
め
て
い
る
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
竹
中　
二
〇
〇
六
）。

八　

残
さ
れ
た
課
題
と
含
意

　

本
稿
は
、
政
治
資
金
と
政
治
資
金
制
度
に
つ
い
て
、
多
国
間
比
較
研
究
と
地
域
研
究
の
双
方
を
射
程
に
収
め
な
が
ら
、
研
究
の
展
開

を
整
理
し
て
き
た
。

　

ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
観
点
か
ら
政
治
資
金
研
究
を
分
類
し
た
。
第
一
に
制
度
論
で
あ
り
、
制
度
の
国
際
比
較
を
前
提
に
政
党
シ
ス
テ

ム
や
政
策
に
関
心
を
向
け
て
き
た
。
第
二
に
ア
ク
タ
ー
へ
の
着
目
で
あ
る
。
中
で
も
献
金
研
究
は
、
献
金
者
を
中
位
投
票
者
と
異
な
る

主
体
と
捉
え
、
政
治
代
表
に
バ
イ
ア
ス
が
生
じ
な
い
か
に
関
心
を
払
っ
て
き
た
。
支
出
研
究
で
は
、
選
挙
区
で
の
議
員
の
動
員
努
力
に
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着
目
し
、
選
挙
の
競
争
性
に
関
心
が
持
た
れ
た
。

　

図
二
は
、
先
行
研
究
の
動
向
を
要
約
す
る
た
め
に
、
ア
ク
タ
ー
、
制

度
、
代
表
過
程
の
関
係
を
示
し
た
図
で
あ
る
。
は
じ
め
に
ア
ク
タ
ー
に

つ
い
て
確
認
す
る
。
市
民
社
会
に
は
有
権
者
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の

一
部
は
政
治
参
加
の
一
環
と
し
て
献
金
す
る
。
た
だ
、
献
金
者
は
中
位

投
票
者
と
は
選
好
や
社
会
経
済
的
地
位
が
異
な
る
傾
向
に
あ
る
。
献
金

者
は
目
的
合
理
的
に
献
金
し
、
議
員
や
政
党
に
自
身
の
利
益
を
代
表
す

る
よ
う
に
促
す
。
ま
た
議
員
は
資
金
調
達
し
、
支
出
を
通
じ
て
当
選
可

能
性
を
高
め
る
。
議
員
の
集
団
で
あ
る
政
党
は
、
党
内
の
資
金
配
分
に

よ
っ
て
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
。
最
後
に
議
員
は
献
金
に
反
応
し

て
、
議
会
で
の
発
言
内
容
や
課
題
を
変
更
し
う
る
。

　

次
に
制
度
を
み
る
と
、
①
制
度
論
は
、
制
度
が
政
党
シ
ス
テ
ム
と
政

策
に
与
え
る
影
響
を
分
析
し
て
い
る
。
少
数
政
党
に
と
っ
て
資
金
が
確

保
し
や
す
い
ほ
ど
政
党
数
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
②
献
金
規
制
は
、

議
員
の
収
入
源
を
左
右
す
る
こ
と
で
出
馬
の
意
思
決
定
、
選
挙
、
議
会

構
成
の
各
段
階
で
の
競
争
性
に
影
響
す
る
。
③
支
出
規
制
は
、
選
挙
結

果
に
影
響
す
る
。

　

以
上
の
知
見
は
、
さ
ら
な
る
課
題
を
提
示
す
る
。
政
治
資
金
制
度
と
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マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
帰
結
（
政
党
シ
ス
テ
ム
や
政
策
）
を
論
じ
る
上
で
、
代
表
の
各
過
程
で
の
分
析
を
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。
図
中

で
は
、
代
表
の
過
程
を
、
参
加
・
組
織
化
、
選
挙
、
利
益
表
出
・
集
約
の
三
つ
に
分
類
し
た
上
で
議
論
を
整
理
し
て
い
る
。
先
行
研
究

は
、
制
度
が
政
党
シ
ス
テ
ム
や
政
策
帰
結
に
影
響
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
ど
の
過
程
で
生
じ
た
結
果
な
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か

で
な
い
。

　

と
り
わ
け
政
治
資
金
制
度
や
資
金
の
分
布
が
、
政
党
組
織
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
と
い
う
理
論
的
課
題
が
残
さ
れ
て
い

る
。
政
治
資
金
研
究
は
類
型
論
、
献
金
研
究
、
支
出
研
究
が
交
流
を
欠
い
た
形
で
発
展
し
て
お
り
、
献
金
者
、
候
補
者
、
制
度
を
媒
介

す
る
政
党
組
織
へ
の
着
目
は
限
定
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
い
つ
一
体
性
を
確
保
す
る
た
め
に
資
金
を
分
配
し
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な

条
件
下
で
可
能
な
の
か
比
較
研
究
上
で
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
国
内
研
究
に
お
い
て
も
、
政
党
の
集
権
化
に
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
党
執
行
部
へ
の
資
金
集
中
に
加
え
て
、
議
員
と
献
金
者
の
関
係
変
化
、
選
挙
で
の
支
出
効
果
の
変
化
な
ど
他
の
経
路
も
あ
り
う
る
。

そ
こ
で
具
体
的
に
は
次
の
実
証
上
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

参
加
・
組
織
化
過
程
で
は
、
ど
の
よ
う
な
有
権
者
が
、
献
金
者
に
な
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
多
く
は
分
析

対
象
を
献
金
者
に
限
定
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
献
金
に
参
加
す
る
か
は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
日
本
の
文
脈
に
目
を

移
す
と
後
援
会
を
単
位
に
献
金
関
係
が
結
ば
れ
て
お
り
、
議
員
側
の
献
金
へ
の
働
き
か
け
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

選
挙
過
程
で
は
、
実
デ
ー
タ
か
ら
議
員
の
資
金
調
達
と
支
出
内
訳
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
の
政
治
資
金
の
実
情

把
握
は
、
デ
ー
タ
構
築
の
困
難
さ
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
進
ん
で
い
な
い
。
最
も
網
羅
的
な
一
九
九
六
年
の
政
治
資
金
全
国
調

査
で
も
、
衆
議
院
小
選
挙
区
の
現
職
議
員
の
単
年
分
だ
け
で
あ
り
、
時
間
、
対
象
い
ず
れ
の
点
で
も
拡
張
の
余
地
が
あ
る
（
佐
々
木
ほ

か
編　
一
九
九
九
）。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
制
度
の
効
果
や
、
選
挙
制
度
、
衆
参
、
政
党
間
で
の
収
入
や
支
出
の
違
い
、
分
権
的
個
人
化

に
つ
い
て
実
証
的
に
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
。
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利
益
表
出
・
集
約
過
程
で
は
二
つ
の
課
題
が
あ
る
。
第
一
に
、
献
金
者
の
存
在
が
党
内
の
一
体
性
や
政
党
間
の
政
策
距
離
に
与
え
る

影
響
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
中
選
挙
区
制
以
来
の
議
員
中
心
の
資
金
調
達
、
派
閥
、
政
党
助
成
金
の
導
入
と
い
っ
た
複
数
の
要
素

の
下
で
、
政
党
の
一
体
性
が
高
ま
る
の
か
ど
う
か
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
議
員
が
献
金
者
と
個
別
的
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
、
結

果
と
し
て
政
党
間
距
離
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
献
金
が
議
員
の
代
表
行
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
を
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
献
金
研
究
で
は
課
題

設
定
能
力
に
着
目
さ
れ
な
が
ら
も
、
献
金
が
実
際
の
政
策
過
程
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
委
員
会
や
議

会
で
の
発
言
内
容
を
取
り
上
げ
、
誰
が
立
法
内
容
の
策
定
や
課
題
設
定
を
推
し
進
め
る
の
か
を
分
析
す
る
余
地
が
あ
る
。

　

政
治
資
金
研
究
は
、
誰
の
利
益
が
代
表
さ
れ
る
の
か
と
い
う
政
治
学
に
お
け
る
重
要
な
問
い
に
多
く
の
側
面
か
ら
示
唆
を
与
え
る
。

本
稿
で
扱
っ
た
実
証
研
究
だ
け
で
も
、
政
治
参
加
、
利
益
団
体
研
究
、
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研
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政
党
組
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党
シ
ス
テ
ム
研
究
な
ど
の
多

数
の
領
域
に
渡
る
。
そ
れ
だ
け
に
代
表
の
各
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程
で
の
研
究
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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as and T

hom
as Gschw

end, 2008, 

“Individualised Constituency Cam
paigns in M

ixed-M
em

ber Electoral System
s,

” 
W

est E
uropean Politics, 31(5): 978-1003.

浅
古
泰
史　

二
〇
一
六
『
政
治
の
数
理
分
析
入
門
』
木
鐸
社
。

荒
井
祐
介　

二
〇
二
一
「
政
治
の
個
人
化
と
大
統
領
制
化
」
岩
崎
正
洋
編
『
議
会
制
民
主
主
義
の
揺
ら
ぎ
』
勁
草
書
房
、
二
一
─
三
七
。

猪
口
孝
・
岩
井
奉
信　

一
九
八
七
『「
族
議
員
」
の
研
究
─
─
自
民
党
政
権
を
牛
耳
る
主
役
た
ち
』
日
本
経
済
新
聞
社
。

井
堀
利
宏
・
土
居
丈
朗　

一
九
九
八
『
日
本
政
治
の
経
済
分
析
』
木
鐸
社
。

今
井
亮
佑　

二
〇
一
一
「
選
挙
運
動
支
出
の
有
効
性
」
日
本
政
治
学
会
編
『
年
報
政
治
学　

二
〇
一
一
─
Ⅱ
』
木
鐸
社
、
一
一
─
三
二
。

岩
井
奉
信　

一
九
九
〇
『「
政
治
資
金
」
の
研
究
─
─
利
益
誘
導
の
日
本
的
政
治
風
土
』
日
本
経
済
新
聞
社
。

─
─
─
─　

一
九
九
三
「
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
以
降
の
政
治
資
金
構
造
の
変
化
」
日
本
選
挙
学
会
編
『
政
治
資
金
の
研
究
』
北
樹
出
版
、
三
七
─
五
九
。

岩
崎
正
洋　

二
〇
二
〇
『
政
党
シ
ス
テ
ム
』
日
本
経
済
評
論
社
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
編　

二
〇
二
〇
『
現
代
日
本
人
の
意
識
構
造　

第
九
版
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
。

遠
藤
奈
加　

二
〇
〇
七
「
選
挙
運
動
と
投
票
参
加
─
─
選
挙
運
動
媒
体
が
投
票
率
と
地
域
の
得
票
構
造
に
及
ぼ
す
影
響
」『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
四

一
号
、
九
七
─
一
一
六
。
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論　　　説

大
村
華
子　

二
〇
一
一
「
政
治
代
表
の
多
国
間
比
較
と
日
本
政
治
分
析
の
可
能
性
」『
選
挙
研
究
』
二
七
巻
一
号
、
二
六
─
四
二
。

蒲
島
郁
夫
・
境
家
史
郎　

二
〇
二
〇
『
政
治
参
加
論
』
東
京
大
学
出
版
会
。

蒲
島
郁
夫
・
山
田
真
裕　

一
九
九
四
「
後
援
会
と
日
本
の
政
治
」
日
本
政
治
学
会
編
『
年
報
政
治
学　

一
九
九
四
』
岩
波
書
店
、
二
一
一
─
二
三
一
。

川
人
貞
史　

一
九
九
九
「
政
治
資
金
と
選
挙
競
争
」『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
二
五
号
、
五
二
─
七
七
。

─
─
─
─　

二
〇
〇
二
「
選
挙
協
力
・
戦
略
投
票
・
政
治
資
金
─
─
二
〇
〇
〇
年
総
選
挙
の
分
析
」『
選
挙
研
究
』
一
七
巻
、
五
八
─
七
〇
。

小
林
良
彰　

一
九
九
七
『
現
代
日
本
の
政
治
過
程
─
─
日
本
型
民
主
主
義
の
計
量
分
析
』
東
京
大
学
出
版
会
。

佐
々
木
毅
・
吉
田
慎
一
・
谷
口
将
紀
・
山
本
修
嗣
編　

一
九
九
九
『
代
議
士
と
カ
ネ
─
─
政
治
資
金
全
国
調
査
報
告
』
朝
日
新
聞
社
。

佐
藤
誠
三
郎
・
松
崎
哲
久　

一
九
八
六
『
自
民
党
政
権
』
中
央
公
論
社
。

砂
原
庸
介　

二
〇
一
七
『
分
裂
と
統
合
の
日
本
政
治
─
─
統
治
機
構
改
革
と
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
容
』
千
倉
書
房
。

曽
我
謙
悟　

二
〇
〇
二
「
行
政
再
編
」
樋
渡
展
洋
・
三
浦
ま
り
編
『
流
動
期
の
日
本
政
治
─
─
「
失
わ
れ
た
十
年
」
の
政
治
学
的
検
証
』
東
京
大
学

出
版
会
、
一
七
七
─
一
九
六
。

孫
斉
庸　

二
〇
一
三
『
政
策
間
競
争
に
お
け
る
政
策
差
別
化
と
政
治
資
金
制
度
』
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
二
〇
一
三
年
度
博
士
論
文
。

竹
中
治
堅　

二
〇
〇
六
『
首
相
支
配
─
─
日
本
政
治
の
変
貌
』
中
央
公
論
新
社
。

谷
口
将
紀　

一
九
九
九
ａ
「
三
つ
の
サ
イ
フ
を
使
い
分
け
る
代
議
士
─
─
政
治
資
金
の
全
国
調
査
研
究
の
『
協
働
』
作
業
か
ら
」『
朝
日
総
研
リ

ポ
ー
ト
』
一
三
六
号
、
朝
日
新
聞
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
四
─
二
二
。

─
─
─
─　

一
九
九
九
ｂ
「
浮
か
び
上
が
っ
た
政
治
資
金
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
」
佐
々
木
毅
・
吉
田
慎
一
・
谷
口
将
紀
・
山
本
修
嗣
編
『
代
議
士
と

カ
ネ
─
─
政
治
資
金
全
国
調
査
報
告
』
朝
日
新
聞
社
、
六
一
─
八
二
。

─
─
─
─　

二
〇
二
〇
『
現
代
日
本
の
代
表
制
民
主
政
治
─
─
有
権
者
と
政
治
家
』
東
京
大
学
出
版
会
。

恒
川
恵
市　

一
九
九
六
『
企
業
と
国
家
』
東
京
大
学
出
版
会
。

富
崎
隆　

一
九
九
六
「
政
党
と
政
治
資
金
」
白
鳥
令
・
砂
田
一
郎
編
『
現
代
政
党
の
理
論
』
東
海
大
学
出
版
会
、
四
九
─
一
一
六
。

─
─
─
─　

二
〇
一
五
「
政
治
資
金
研
究
の
動
向
及
び
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
実
証
分
析
─
─
な
ぜ
、
あ
る
国
の
民
主
政
は
金
権
的
な
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
比
較
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
向
け
て
」『
駒
澤
法
学
』
一
五
巻
一
号
、
五
三
─
七
八
。

中
北
浩
爾　

二
〇
一
七
『
自
民
党
─
─
「
一
強
」
の
実
像
』
中
央
公
論
新
社
。
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政治資金研究の動向（二・完）﻿

林
芳
正
・
津
村
啓
介　

二
〇
一
一
『
国
会
議
員
の
仕
事
─
─
職
業
と
し
て
の
政
治
』
中
央
公
論
新
社
。

東
川
浩
二　

二
〇
〇
九
「
選
挙
資
金
規
正
法
と
表
現
の
自
由
」『
選
挙
研
究
』
二
四
巻
二
号
、
九
七
─
一
〇
七
。

福
元
健
太
郎　

二
〇
〇
六
「
主
観
的
な
政
党
優
位
論
の
客
観
的
な
資
源
的
基
盤
」
村
松
岐
夫
・
久
米
郁
男
編
『
日
本
政
治
変
動
の
三
〇
年
─
─
政
治

家
・
官
僚
・
団
体
調
査
に
見
る
構
造
変
容
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
一
九
─
一
三
三
。

前
嶋
和
弘　

二
〇
〇
三
「
米
国
の
選
挙
資
金
改
革
法
案
投
票
の
決
定
要
因
分
析
─
─
ソ
フ
ト
マ
ネ
ー
禁
止
が
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
」『
選
挙
研
究
』

一
八
巻
、
二
〇
三
─
二
一
三
。

升
味
準
之
輔　

一
九
八
五
『
現
代
政
治
─
─
一
九
五
五
年
以
後　

下
』
東
京
大
学
出
版
会
。

明
治
大
学
政
治
資
金
研
究
会
編　

一
九
九
八
『
政
治
資
金
と
法
制
度
』
日
本
評
論
社
。

安
野
修
右　

二
〇
一
九
「
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
後
援
会
普
及
と
選
挙
運
動
規
制
」
日
本
政
治
学
会
編
『
年
報
政
治
学　

二
〇
一
九
─
Ⅰ
』
筑
摩

書
房
、
二
九
三
─
三
一
五
。

山
田
邦
夫　

二
〇
一
五
「
腐
敗
防
止
の
国
際
標
準
化
と
政
治
倫
理
」『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
七
七
四
号
、
三
一
─
五
七
。

山
田
真
裕　

二
〇
〇
八
「
日
本
人
の
政
治
参
加
と
市
民
社
会
─
─
一
九
七
六
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
」『
法
と
政
治
』
五
八
巻
三
号
、
一
─
二
八
。

吉
田
健
一　

二
〇
一
二
「
一
九
九
九
年
政
治
資
金
規
正
法
改
正
に
つ
い
て
」『
鹿
児
島
大
学
稲
盛
ア
カ
デ
ミ
ー
研
究
紀
要
』
四
号
、
一
五
一
─
一
七

〇
。
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